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第二次萩市行政改革大綱を策定しました
平成22〜26年度（５年間）

　市では、しっかりした基礎自治体の形成を目指し、市民の皆さんの信頼と期待に応える市政を推進するため、「萩市
行政改革大綱」に沿って行財政改革に取り組んできました。
　このたび、行財政改革の更なる推進のため、４つの基本方針を基に、平成 18 年に策定した大綱の改定を行いました。
■推進期間　平成 22 〜 26 年度（５年間）
■推進体制　市長を本部長とする「萩市行政改革推進本部」で進行を管理します。実施計画を策定し、萩市行政改革推
進協議会の意見を踏まえながらその成果を毎年検証します。
■情報公開　改革の進捗状況は、市報等で随時公表します。
※行政改革大綱と実施計画は、市役所本庁市政情報コーナーと各総合事務所、萩市ホームページで公開しています。

　分かりやすく透明性の高い行政運営を推進し、市民
ニーズを的確に反映した、利用しやすいきめ細かなサー
ビスの提供に努めます。
①開かれた市政の推進
◦萩・タウンミーティングの実施
◦地域協議会の運営
◦パブリックコメント等提案制度の推進
◦行政情報の積極的な公開
②市民本位の行政サービスの提供
◦県からの権限移譲の推進
◦情報技術の積極的導入
◦中山間地における高齢者等を取り巻く諸問題への対応
◦交通ネットワークの充実
◦公共施設の有効活用による利便性の向上
③煩雑な行政手続等の見直し
◦窓口サービス体制等の改善
◦電子データの活用による申請手続の簡素化
◦分かりやすく親しみやすい文書づくり

分かりやすく利用しやすい
行政サービスの実現 　財源の確保とともに歳入に見合った歳出構造を確立す

るため、一般会計のみならず、特別会計等をも含めた財
政運営の健全化に努めます。
①自主財源の確保と経費節減
◦収納率の向上
◦新たな自主財源の確保
◦遊休資産の利活用
◦法令外の負担金補助及び交付金の見直し
◦内部管理経費の削減
◦大型事業に係る建設・管理運営手法の検討
◦公債費負担の軽減
②定員管理および給与の適正化
◦定員管理の適正化　◦給与制度の見直し
③第三セクターの見直し
◦第三セクターの経営改革　◦航路改善計画の作成
④公営企業の経営健全化
◦簡易水道事業の法適化　◦上下水道料金の改定
◦市民病院の運営改善

安定的で健全な財政基盤の確立

　新たな行政課題に迅速に対応し、かつ意思決定できる組
織・機構の整備に取り組みます。また、多様化する市民ニー
ズへ柔軟に対応できるよう職員の資質向上に努めます。
①効率的で効果的な組織機構の整備
◦組織機構の見直し
◦審議会・協議会等の統廃合
②事務事業の再編・整理
◦行政評価システムの活用
◦指定管理者制度の積極的な導入
◦複数の部課に関係する重要課題への対応
③計画的な人材育成
◦人権意識の高揚・啓発
◦専門技術を取得した社会人の採用
◦計画的な職員研修の実施
◦職員提案制度の積極的な活用
◦人事評価制度の導入

柔軟でスリムな
行政運営の体制づくり

　地域の実情に即した施策を推進するため、市民等との
連携・協働によるまちづくりを推進します。
①市民参画と協働の推進
◦市民や市民活動団体による自主活動の促進
◦住民自治組織の確立
◦審議会・協議会等での公募委員の積極的登用
②民間活力の導入による諸施策の協働実施
◦まちじゅう博物館構想の推進
◦市民に親しまれる図書館づくり
◦文化財施設等の活用によるまちづくり
③男女共同参画の推進
◦審議会・協議会等への女性委員の積極的登用
◦管理職等への女性職員の積極的登用
◦男女共同参画プランの見直しおよび施策の推進

市民等との連携・協働による
まちづくりの推進

■問い合わせ　企画課（２５・３１１７）
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青
木　

賢
次（
65
）椿

東　

無
所
属（
現
）

大
村　
　

夫
た
け
お（

62
）

　

江
向　

無
所
属（
現
）

岡　
　

通み
ち
お夫（

70
）

　
　
　

紫
福　

無
所
属（
現
）

尾
木　

武
夫（
68
）

上
小
川
西
分　

無
所
属（
現
）

木
村　

靖
枝（
72
）椿

東　

無
所
属（
現
）

小
林　

正ま
さ
し史（

56
）椿

東　

無
所
属（
現
）

斉
藤　

眞
治（
53
）椿

東　

民
主
党（
現
）

佐
々
木　

武
夫（
60
）

大
井　

公
明
党（
新
）

柴
田　

保や
す
ひ
さ央（

62
）

福
井
下　

無
所
属（
現
）

関せ
き　
　

伸
久（
36
）

呉
服
町　

無
所
属（
新
）

世
良　

眞ま

な

ぶ
名
夫（
59
）

椿
東　

無
所
属（
現
）

坪
井　

豊（
60
）米

屋
町　

無
所
属（
現
）

長
岡　

肇け
ん
た
ろ
う

太
郎（
62
）

　
　
　

大
島　

無
所
属（
現
）

中
野　

伸
の
ぶ
る（

71
）

　
　

吉
部
上　

無
所
属（
元
）

中
村　

洋
一（
61
）椿　

公
明
党（
現
）

西
島　

孝
一（
61
）

平
安
古
町　

無
所
属（
現
）

西
中　

忍
し
の
ぶ（

45
）椿

東　

無
所
属（
新
）

西
元　

勇（
69
）大

井　

無
所
属（
現
）

平
田　

啓
一（
54
）椿　

無
所
属（
現
）

廣
兼　

義よ
し
た
だ烈（

73
）

鈴
野
川　

無
所
属（
元
）

松
尾　

義
人（
45
）三

見　

無
所
属（
現
）

宮
内　

欣き
ん
じ二（

50
）

弥
富
下　

共
産
党（
現
）

椋む
く
の
き
　

 

晶あ
き
お雄（

69
）須

佐　

無
所
属（
新
）

諸
岡　
　

二
こ
う
じ（

63
）土

原　

無
所
属（
元
）

横
山　

賢
治（
61
）　川

上　

無
所
属（
現
）

横
山　

秀し
ゅ
う
じ二（

60
）川

上　

無
所
属（
現
）

地　域 当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率
男 女 計 男 女 計 男 女 計

萩 15,557 19,196 34,753 10,628 13,883 24,511 68.32％ 72.32% 70.53%

川上 395 516 911 334 416 750 84.56% 80.62% 82.33%

田万川 1,272 1,539 2,811 1,022 1,237 2,259 80.35% 80.38% 80.36%

むつみ 797 886 1,683 621 696 1,317 77.92% 78.56% 78.25%

須佐 1,263 1,554 2,817 1,034 1,300 2,334 81.87% 83.66% 82.85%

旭 756 924 1,680 609 743 1,352 80.56% 80.41% 80.48%

福栄 891 1,087 1,978 748 867 1,615 83.95% 79.76% 81.65%

計 20,931 25,702 46,633 14,996 19,142 34,138 71.64％ 74.48% 73.21%

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

５
日
間
連
続
の
休
み
。
寒
い
日
の
多

か
っ
た
３
・
４
月
と
は
う
っ
て
変
わ
っ

て
夏
日
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
好
天
に

恵
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
全
国

各
地
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け

た
車
で
市
内
各
地
で
渋
滞
が
発
生
、

各
地
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
況
。

　

萩
焼
ま
つ
り
も
関
係
者
の
大
変
な

努
力
の
中
で
20
回
目
を
迎
え
た
。
当

初
は
明
倫
小
の
体
育
館
で
２
日
間
の

み
の
開
催
だ
っ
た
が
、
安
定
し
た
観

光
行
事
に
脱
皮
で
き
な
い
か
と
の
大

議
論
の
結
果
、
平
成
６
年
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
配
し
て
現
在
の
市
民
体
育

館
に
移
す
。
当
時
は
、
連
休
中
は
何

も
せ
ず
と
も
観
光
客
は
集
ま
る
の
で

無
駄
な
こ
と
は
す
る
な
、
と
の
声
も

あ
る
中
で
の
実
施
だ
っ
た
。

　

さ
て
11
月
３
日
か
ら
萩
市
で
「
伝

統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大

会
」
が
開
催
さ
れ
る
。
昨
年
は
京
都

市
で
開
催
。
地
方
の
小
都
市
で
の
開

催
は
ま
れ
だ
が
、
萩
の
底
力
を
発
揮

し
秋
の
萩
焼
展
を
か
ね
て
、
全
国
か

ら
の
参
加
者
を
お
も
て
な
し
の
心
を

も
っ
て
迎
え
た
い
も
の
だ
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.61

　４月 25 日、市議会議員一般選挙が行われ、36 人の立候補者の中から 26 人の市民の
代表が決まりました。任期は、平成 22 年５月１日から 26 年４月 30 日までの４年です。
　なお、当日有権者数は、男 20,931 人、女 25,702 人の計 46,633 人で、投票者数
34,138 人、投票率は 73.21％（前回 76.91％）でした。

※五十音順、敬称略（年齢・住所・所属党派の順）

の
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た

萩 市 議 会 議 員 選 挙 結 果

■問い合わせ　選挙管理委員会（２５・２９１２）



市報HAGI●2010（平成22）年５月15日号 �

収
益
あ
る
農
林
水
産
業
を
目
指
し
て 

③

漁
業
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け

　

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
の
出
身
で
す

が
、も
と
も
と
釣
り
が
大
好
き
で
し
た
。

　

北
九
州
に
住
ん
で
い
る
と
き
は
、
磯

釣
り
は
も
と
よ
り
、
漁
船
を
雇
っ
て
近

海
に
出
か
け
る
ほ
ど
の
釣
り
好
き
。
こ

れ
が
職
業
で
あ
れ
ば
、
と
の
思
い
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
漁
師
の
募
集

を
検
索
。
勤
務
地
は
限
定
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
地
元
か
ら
ほ
ど
遠
く
も

な
か
っ
た
山
口
県
萩
市
大
島
で
の
定て
い
ち置

網あ
み
り
ょ
う
漁
の
募
集
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。

　

早
速
、
漁
協
に
申
し
込
み
、
平
成
16

年
秋
に
は
、
体
験
漁
業
に
参
加
。
３
か

月
定
置
網
漁
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
験
学
習

し
、
決
意
を
新
た
に
平
成
17
年
１
月
に

大
島
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
定
置
網
漁
師
13
人
の
う
ち
、

自
分
を
含
め
I
タ
ー
ン
者
は
３
人
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
定
置
網
漁
と
採
さ
い
か
い
り
ょ
う

介
漁

（
ウ
ニ
や
サ
ザ
エ
、
ア
ワ
ビ
等
を
潜
っ

て
採
る
漁
）
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
離
島
で
あ
る「
大
島
」に
？

　

島
は
、
周
囲
は
海
。
ま
さ
に
逃
げ
場

が
あ
り
ま
せ
ん
。
趣
味
だ
っ
た
釣
り
を

職
業
に
す
る
と
い
う
の
は
、
中
途
半
端

な
気
持
ち
で
は
で
き
な
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　

加
え
て
、
体
験
漁
業
時
に
若
者
が
多

い
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。過
去
、

大
島
で
は
長
男
が
親
父
の
漁
業
を
継
ぐ

も
の
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、今
で
は
、

次
男
、
三
男
も
継
い
で
い
ま
す
。
大
島

の
漁
業
者
の
平
均
年
齢
は
30
歳
後
半
。

他
地
域
と
比
べ
て
、
ダ
ン
ト
ツ
に
若
者

が
多
い
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

生
活
面
に
お
い
て
も
、
離
島
と
い
う

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
萩
ま
で
定
期
船
で
25
分
。
夏

に
は
５
便
も
あ
り
、
特
に
不
自
由
は
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
島
で
の
生
活

　

大
島
は
、島
民
全
体
が
友
達
の
よ
う
。

い
ろ
ん
な
方
が
気
軽
に
話
し
か
け
て
こ

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
す
ぐ
に
慣
れ
ま

し
た
。
今
も
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

住
宅
に
つ
い
て
も
、
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
平
成
17
年
の
定
住
当
初

は
、
漁
協
か
ら
空
き
家
を
心
配
し
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
に
市
営
住

宅
第
２
団
地
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
は
、

現
在
家
族
４
人
で
快
適
に
住
ん
で
い
ま

す
。

　

苦
労
し
た
事
は
、
大
島
の
方
言
。
お

年
寄
り
の
話
し
言
葉
は
意
味
不
明
で
理

解
に
苦
し
み
ま
し
た
。
漁
師
独
特
の
用

語
に
も
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
２

～
３
年
で
慣
れ
ま
し
た
ね
。
私
も
現
に

北
九
州
弁
は
で
て
な
い
で
し
ょ
う
。「
郷

に
入
れ
ば
郷
に
従
え
」
で
す
ね
。

大
島
で
の
漁
業
、
ま
た
船
上
で
の

不
安
等
苦
労
し
た
こ
と

　

募
集
に
よ
り
就
漁
し
た
定
置
網
だ
け

で
は
食
べ
て
い
け
な
い
と
思
い
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
泳
ぎ
は
得
意
な
方
だ
っ
た

の
で
、
採
介
漁
に
も
取
り
か
か
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
船
酔
い
に
も
あ
い
、
慣
れ
る
ま

で
１
年
近
く
か
か
り
ま
し
た
。
大
丈
夫

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
実

は
甘
く
な
い
！
自
分
の
甘
さ
を
反
省
し

1967（昭和42）年生まれ、43 歳。
福岡県北九州市出身。北九州の事
務機器メーカーに勤め、37 歳の
時に大島の定置網漁に新規就漁。
小中学生の子どもと家族４人で大
島赤穂瀬先在住。

濱﨑 実

釣
り
と
海
へ
の
想
い
か
ら
、長
年
勤
め
た
北
九
州
の
会
社
を
辞
め
て
、

離
島
で
の
定
置
網
漁
・
採
介
漁
へ
と
転
身
。
１
０
０
０
人
規
模
の
離

島
で
は
、「
日
本
一
元
気
の
あ
る
島
」
と
い
わ
れ
る
大
島
に
Ｉ
タ
ー

ン
し
た
漁
師
・
濱
﨑
実
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

はまさき みのる
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■
県
内
初
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育

つ
こ
と
を
願
っ
て
、昭
和
52
年
か
ら「
萩

お
や
こ
劇
場
」
の
活
動
を
続
け
、
会
員

に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
り
多
く
の
方
に
開

放
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
11
年
、
山

口
県
内
第
１
号
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証

を
受
け
ま
し
た
。

■
活
動
内
容

　
“
子
ど
も
に
夢
を
、
た
く
ま
し
く
豊

か
な
創
造
性
を
”
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
生

の
舞
台
鑑
賞
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

や
キ
ャ
ン
プ
、
未
就
園
児
の
親
子
が
集

う
ピ
ヨ
ピ
ヨ
の
会
な
ど
子
ど
も
を
中
心

に
据
え
た
日
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
活
動
を
始
め
た
30
年
前
は
今
ほ
ど

入
園
前
の
親
子
が
触
れ
合
え
る
場
所
や

機
会
が
な
く
、
そ
の
先
駆
け
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
数
約
90
人
。

　

昨
年
は
、
萩
特
産
の
竹
の
繊
維
で
紙

を
漉す

く
“
竹
凧
づ
く
り
”、今
年
は
“
竹

の
う
ち
わ
づ
く
り
”
に
挑
戦
し
ま
す
。

■
会
員
の
声

　
「
子
ど
も
た
ち
の
驚
き
や
満
足
そ
う

な
笑
顔
を
見
る
と
、
も
の
づ
く
り
の
大

切
さ
、
ま
た
体
験
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
」「
大
人
が
す
れ
ば
た

や
す
い
こ
と
で
も
、
一
か
ら
経
験
す
る

こ
と
で
、
完
成
し
た
と
き
、
協
力
・
助

け
あ
っ
て
き
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
培
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

■
会
長
か
ら
一
言（
石
丸
智
子
理
事
長
）

　
「
子
ど
も
が
育
つ
に
は
、家
庭
、学
校
、

そ
し
て
地
域
が
大
切
。
萩
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

の
輝
き
を
見
守
り
続
け
る
存
在
で
あ
り

た
い
で
す
ね
」

■
問
い
合
わ
せ

事
務
局
（
東
田
町
・
田
町
ア
ー
ケ
ー
ド

内
、
２
５
・
７
５
４
０
）
大
嶋

▲昨年の竹凧づくり

シリーズ①

　

大
島
は
、
萩
市
の
北
部
約
８
㎞
の

日
本
海
に
位
置
す
る
人
口
約
９
０
０

人
、
面
積
約
３
㎢
の
島
。
集
落
は
、

島
の
南
側
海
岸
に
密
集
し
て
い
ま

す
。
本
土
と
の
ア
ク
セ
ス
は
、
定
期

船
が
１
日
４
～
５
便
運
航
し
、
片
道

所
要
約
25
分
。

　

島
の
主
要
産
業
で
あ
る
漁
業
は
、

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

採
介
漁
は
、
漁
協
が
新
人
に
指
導
者

と
な
る
漁
師
を
紹
介
し
、
そ
の
下
で
半

年
間
の
研
修
。
漁
師
生
活
は
自
ら
が
選

ん
だ
道
。
絶
対
弱
音
を
は
か
な
い
、
と

の
思
い
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
努
力
や

苦
労
に
応
じ
た
見
返
り
も
あ
り
、
と
て

も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
実
感
。
平

成
20
年
に
は
、念
願
の
漁
船
「
海
か
い
り
ゅ
う龍

丸
」

を
所
有
し
、採
介
漁
に
励
ん
で
い
ま
す
。

網
漁
業
が
約
８
割
を
占
め
、
そ
の
中

で
も
５
割
以
上
が
瀬
付
き
ア
ジ
や
サ

バ
な
ど
を
獲
る
ま
き
網
漁
で
す
。
ブ

リ
な
ど
の
定
置
網
や
タ
イ
な
ど
の
沖

建
網
も
盛
ん
で
す
。
平
成
20
年
度
の

水
揚
高
は
、約
16
億
３
０
０
０
万
円
。

大
島
は
、県
下
で
最
も
漁
業
が
盛
ん

な
地
区
で
す
。

　

漁
業
従
事
者
は
、
平
均
年
齢
30
歳

後
半
。
毎
年
高
校
を
卒
業
し
た
若
者

が
漁
業
を
継
承
し
て
お
り
、
中
に
は

女
性
も
い
ま
す
。
平
成
９
年
か
ら
22

年
４
月
ま
で
、
萩
市
内
の
新
規
就
漁

者
約
80
人
の
う
ち
、
大
島
は
約
50
人

と
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
県
内
外
か
ら
10
数
人
が

定
住
、
４
月
に
も
４
人
（
う
ち
１
人

は
富
山
県
か
ら
）
が
Ｉ
タ
ー
ン
し
て

漁
業
を
始
め
ま
し
た
。
市
内
か
ら
の

通
い
漁
師
の
方
も
い
ま
す
。

就
漁
を
目
指
す
方
へ
の

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

単
な
る
漁
師
へ
の
憧
れ
だ
け
で
は
、

務
ま
り
ま
せ
ん
。
自
分
も
あ
る
程
度
の

“
キ
ツ
サ
”
は
、
想
像
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
で
す
。
生
半
可
な
気
持

ち
で
は
務
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

か
ね
。
漁
師
と
な
る
心
構
え
や
気
構
え

を
芯
に
し
て
、取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

萩
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
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一般会計
予算の
執行状況

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

教育費

公債費

その他

衛生費

57億7,288万円
37億1,851万円（64.4％）

32億1,964万円
20億2,864万円（63.0％）

49億1,170万円
18億2,171万円（37.1％）
28億3,332万円

12億4,360万円（43.9％）
47億9,787万円

26億736万円（54.3％）
51億6,155万円
51億2,019万円（99.2％）

36億9,301万円
25億8,480万円（70.0％）

78億6,878万円
59億1,098万円（75.1％）

歳出 予算現額
支出済額（支出率）

382 億 5,875 万円
250 億 3,579 万円（65.4％）

29億8,353万円

7億4,958万円

市　税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

繰入金

市　債

その他

使用料及び
　　手数料

138億5,507万円
138億5,507万円（100％）

55億8,987万円
57億9,131万円（103.6％）

6億2,715万円（83.7％）
72億8,266万円

41億5,670万円（57.1％）

13億7,513万円（46.1％）
14億3,144万円

1,386万円（1.0％）

1億7,190万円（5.5％）
32億2,702万円
30億7,797万円（95.4％）

31億3,958万円

歳入 予算現額
収入済額（収入率）

382 億 5,875 万円
290 億 6,909 万円（76.0％）

予算現額
収入済額（収入率）

予算現額
支出済額（支出率）

　平成 21 年度予算は例年の当初予算に相当する額を当初予算（骨
格予算）と第 1 号補正予算（肉付け予算）の 2 回に分けて計上しまし
た。当初予算は 290 億 3,600 万円、これに第１号補正を追加し予
算総額は 309 億 4,750 万円となりました。その後、国内景気の悪
化に対し国が経済対策を講じたため、これと歩調をあわせた予算措
置を行いました。その結果、例年を大きく上回る計 11 回におよぶ
補正を行い、平成 20 年度から繰り越した事業の予算を加え最終予
算規模は 382 億 5,875 万円を計上しました。
　3月末日における収支状況は、収入済額290億6,909万円（76.0
％）、支出済額 250 億 3,579 万円（65.4％）です。

市
で
は
、毎
年
度
、上
半
期
（
９
月
末
現
在
）
は
11
月
に
、下
半
期
（
３
月
末
現
在
）

は
翌
年
５
月
に
、年
２
回
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
21
年
度
３
月
末
現
在
の
予
算
の
執
行
状
況
や
市
債
残
高
、
市
有
財

産
の
状
況
、
一
時
借
入
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

平
成
21
年
度
の
出
納
閉
鎖
日
は
５
月
31
日
の
た
め
、
会
計
ご
と
の
執
行
状
況

と
決
算
額
と
は
数
値
が
異
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
（
２
５
・
３
４
６
９
）

（
平
成
21
年
10
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
）

平成21年度
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　特別会計とは、特別な事業について、その収支を明確にするために設けられた独立し
た会計をいいます。
　また、国民健康保険事業（事業勘定）、老人保健事業、介護保険事業の３事業以外の特別会
計は、本来独立採算制ですが、歳入不足については一般会計からの繰入れを行っています。
　なお、多くの特別会計で支出済額が収入済額を上回っていますが、これは地方債や国・
県補助金等の特定財源や一般会計からの繰入金が３月末現在では歳入されていないため
で、不足額は一般会計からの一時運用により賄っています。

会　計　名 予算現額
歳　　入 歳　　出

収入済額 収入率 支出済額 支出率
住宅新築資金等貸付事業 210 万円 687 万円 327.1％ 103 万円 49.0％
土地取得事業 1 億 2,720 万円 1 億 2,620 万円 99.2％ 1 億 2,620 万円 99.2％
国民健康保険事業（事業勘定） 79 億 5,079 万円 61 億 5,130 万円 77.4％ 70 億 8,046 万円 89.1％
国民健康保険事業（直診勘定） 4 億 6,052 万円 3 億 394 万円 66.0％ 4 億 1,556 万円 90.2％
後期高齢者医療事業 8 億 5,115 万円 7 億 3,711 万円 86.6％ 6 億 8,043 万円 79.9％
老人保健事業 3,220 万円 2,965 万円 92.1％ 779 万円 24.2％
介護保険事業（保険事業勘定） 58 億 826 万円 44 億 1,856 万円 76.1％ 53 億 945 万円 91.4％
介護保険事業（介護サービス勘定） 1 億 2,253 万円 5,441 万円 44.4％ 1 億 1,444 万円 93.4％
簡易水道事業 3 億 5,990 万円 1 億 3,479 万円 37.5％ 3 億 709 万円 85.3％
公共下水道事業 16 億 8,316 万円 4 億 5,038 万円 26.8％ 14 億 2,399 万円 84.6％
特定環境保全公共下水道事業 1 億 357 万円 2,243 万円 21.7％ 7,648 万円 73.8％
農業集落排水事業 6 億 6,354 万円 1 億 1,296 万円 17.0％ 5 億 2,917 万円 79.7％
漁業集落排水事業 10 億 415 万円 3 億 9,334 万円 39.2％ 5 億 7,222 万円 57.0％
林業集落排水事業 310 万円 45 万円 14.5％ 248 万円 80.0％
特定地域生活排水事業 4,320 万円 678 万円 15.7％ 3,487 万円 80.7％
個別排水事業 1,250 万円 222 万円 17.8％ 822 万円 65.8％
駐車場事業 1400 万円 1,540 万円 110.0％ 1,255 万円 89.6％

合　計 192 億 4,187 万円 129 億 6,679 万円 67.4％ 167 億 243 万円 86.8％

特別会計
予算の
執行状況

会　計　名 現　在　高 構成比
一般会計 366 億 6,546 万円 70.0%
住宅新築資金等貸付事業 214 万円 0.0%
国民健康保険事業（直診勘定） 1 億 6,275 万円 0.3%
簡易水道事業 17 億 5,824 万円 3.4%
公共下水道事業 77 億 2,107 万円 14.7%
特定環境保全公共下水道事業 4 億 8,874 万円 0.9%
農業集落排水事業 37 億 3,031 万円 7.1%
漁業集落排水事業 16 億 8,038 万円 3.2%
林業集落排水事業 1,335 万円 0.0%
特定地域生活排水事業 1 億 192 万円 0.2%
個別排水事業 7,168 万円 0.2%

合　計 523 億 9,604 万円 100.0%

区　　分 面積・金額 （H22.3.31現在）
土　地 563 万 7,913㎡
建　物 42 万 6,203㎡
山　林 1 億 3,779 万 2,460㎡

有価証券 9,340 万円
出資による権利 6 億 1,189 万円

債　権 3 億 600 万円

基　金
現　金 106 億 6,134 万円
土　地 3 億 4,201 万円
現　物 234 万円

借　入　先 一時借入金現在高
基金からの繰替運用 40 億 502 万円

　一時借入金とは、一時的に資金が不足する場合に短
期間借入するものです。市では、金融機関からの借入
ではなく、市が保有する基金から借入（繰替運用）す
ることによって、借入利息の軽減を図っています。

　市債とは、道路や下水道など公共施設の建設の際に一時に多く
の資金を必要とする場合に認められる長期の借入金のことです。
　また、その返済を元利償還という形で長期間（5 〜 40 年）に
わたって返済することにより、世代間の住民負担を公平にする役
割を果たしています。

　市では、遊休財産のうち不要となった財産について
は、維持管理経費の削減、財源確保の観点から、積極
的に処分または貸付を行っています。

市 債 残 高 の 状 況 市 有 財 産 の 状 況

一 時 借 入 金 の 状 況

※基金のうち現金は、繰替運用中の基金を含みます。
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６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
基
本
的

人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
ま

た
は
侵
さ
れ
た
場
合
に
救
済
の
た
め
適
切

な
処
置
を
と
り
ま
す
。

　

萩
市
に
は
18
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
配

置
さ
れ
、
人
権
問
題
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
人
権
相
談
所
の
開
設
】

■
と
き　

６
月
１
日
（
火
）
午
前
10
時
～

正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
川
上

総
合
事
務
所
（
午
前
10
時
30
分
～
）、
田

万
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
午
前
９

時
～
）、
須
佐
老
人
憩
い
の
家
、
旭
活
性

地域 氏名 住所 電話番号

萩

竹田修
の ぶ こ

子 新　川 25・2969

弘長純
よし

忠
ただ

江　向 22・6033

村上徹
てつ

山
ざん

大　島 28・0591

村田明
あ け み

美 堀　内 22・8941

石橋親
ち か と

人 江　向 25・8724

松原邦
くに

浩
ひろ

大　井 28・0331

川上
増山要

よ う じ

次 川　上 54・2355

白石元
も と き

紀 川　上 54・2725

田万川
桐
きりざき

㟢利
と し た

太 下田万 08387・2・0688

吉田美
み な え

苗 上小川西分 08387・4・0368

むつみ
高橋明

あ き こ

子 吉部下 08388・6・0911

山
やまあい

相孝
たか

美
よし

高佐上 08388・8・0437

須佐
仁保優

ゆ う こ

子 須　佐 08387・6・3214

山本昌
ま さ お

男 弥　富 08387・8・2056

旭
岡村文

ふ み こ

子 明　木 55・0323

中村美
み ち こ

智子 佐々並 56・0318

福栄
藤本　尚

ひさし
紫　福 53・0757

久光宗
むね

博
ひろ

福井下 52・0298

化
セ
ン
タ
ー
（
佐
々
並
公
民
館
）、
福
栄

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
福
川
公
民
館
）

■
と
き　

６
月
２
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
総
合
事
務
所

■
相
談
内
容　

法
律
、
人
権
、
土
地
、
家

屋
、
金
銭
貸
借
な
ど

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

【
常
設
人
権
相
談
所
】

■
と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

（
萩
地
方
合
同
庁
舎
内 

２
２
・
０
４
７
８
）

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、法
務
局
職
員

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
人
権
推
進
室

（
２
５
・
３
１
３
１ 

内
線
２
８
４
）

人 権 擁 護 委 員 人権擁護委員

「
過
量
販
売
」
契
約
後
１
年
以
内

3

3

3

3

で
あ
れ
ば
無
条
件
解
除
で
き
ま
す

〈
相
談
〉

　

ヘ
ル
パ
ー
が
高
齢
者
の
家
を
訪
問
し

た
ら
、
一
人
暮
ら
し
な
の
に
真
新
し
い

布
団
が
４
組
あ
っ
た
。本
人
に
聞
く
と
、

訪
問
販
売
で
断
れ
ず
１
組
契
約
し
た

ら
、
点
検
と
い
っ
て
何
度
も
訪
れ
次
々

と
契
約
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

【
過
量
販
売
】
と
は
？

　

訪
問
販
売
に
お
い
て
日
常
生
活
に
必

要
な
い
大
量
の
商
品
な
ど
を
買
わ
さ
れ

る
な
ど
、「
過
量
販
売
」
と
し
て
次
の

よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
一
回
の
契
約
で
大
量
に
販
売
‥
‥
健

康
食
品
・
化
粧
品
な
ど
を
使
い
切
れ
な

い
ほ
ど
買
わ
さ
れ
た
り
、
ま
と
め
て
数

年
間
分
の
家
庭
教
師
（
学
習
教
材
）
契

約
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
。

②
同
じ
業
者
が
何
度
も
訪
問
‥
‥
「
前

よ
り
い
い
商
品
が
出
た
」
な
ど
と
業
者

に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
、
繰
り
返
し
契
約

さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
。

③
違
う
業
者
が
入
れ
替
わ
り
訪
問
‥
‥

数
年
前
に
床
下
工
事
を
し
た
後
、
関
連

業
者
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
と
名
乗
る

業
者
が
来
て
い
ろ
い
ろ
な
工
事
を
契
約

さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
。

ー
ナ
ー
コ
活
生
費
消

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　

こ
れ
ま
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
（
一
般
的
に
８
日
間
）
を
過
ぎ
て

し
ま
う
と
、「
ウ
ソ
の
勧
誘
を
受
け
て

契
約
し
た
」、「
契
約
書
や
ク
ー
リ
ン
グ

･
オ
フ
に
関
す
る
書
類
を
も
ら
っ
て
い

な
い
」
な
ど
、
勧
誘
方
法
や
契
約
上
の

問
題
が
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
過
大
な

分
量
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
て
も
無
条
件

解
除
す
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
。

　

法
律
が
改
正
さ
れ
、「
過
量
販
売
」

の
契
約
後
１
年
以
内
で
あ
れ
ば
契
約
を

無
条
件
解
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

◎
過
量
販
売
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
性
質
や
購
入
者
の

生
活
状
況
に
も
よ
り
ま
す
。
無
条
件
解

除
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）
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○
心
肥
大
と
は
？

　

心
肥
大
と
は
、
心
臓
が
通
常
よ
り
大
き

く
な
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
が
、
厳
密
に

は
心
臓
の
壁
が
厚
く
な
る
心
臓
肥
大
0

0

と
、

壁
に
囲
ま
れ
た
部
屋
が
大
き
く
な
る
心
臓

拡
大
0

0

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
肥
大
、
拡
大

の
両
方
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
で
は
、
な
ぜ
心
肥
大
は
生
じ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

○
な
ぜ
起
き
る
の
？

　

心
臓
は
、
全
身
か
ら
戻
っ
て
く
る
血

液
を
受
け
取
り
、
再
び
全
身
へ
と
血
液

を
送
り
出
す
ポ
ン
プ
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
高
血
圧
や
大
動
脈
弁

狭き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

窄
症
な
ど
が
あ
る
と
、
心
臓
に
通
常

よ
り
高
い
負
荷
が
か
か
り
ま
す
。す
る
と
、

こ
の
負
荷
に
打
ち
勝
っ
て
全
身
へ
血
液
を

送
り
出
す
た
め
に
心
臓
の
壁
は
厚
く
発
達

し
、
心
臓
肥
大
0

0

を
起
こ
し
ま
す
。

　

一
方
、
心
臓
の
弁
が
う
ま
く
閉
ま
ら
な

く
て
血
液
が
逆
流
す
る
場
合
（
僧
帽
弁
閉

萩
市
民
病
院 　

２
５
・
１
２
０
０

58

鎖
不
全
症
、大
動
脈
弁
閉
鎖
不
全
症
な
ど
）

や
全
身
を
め
ぐ
る
血
液
量
が
増
え
る
場
合

（
ひ
ど
い
貧
血
な
ど
）
で
は
、
心
臓
の
部

屋
に
よ
り
多
く
の
血
液
が
充
満
す
る
こ
と

に
な
り
、
心
臓
拡
大
0

0

を
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
心
臓
肥
大
や
心
臓
拡

大
は
心
臓
に
か
か
る
負
荷
へ
対
応
し
た
結

果
、
生
じ
る
変
化
と
も
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
度
を
過
ぎ
る
と
心
臓
は
弱
り
、
負
荷

に
対
応
し
き
れ
な
く
な
り
、
つ
い
に
は
息

切
れ
や
倦
怠
感
と
い
っ
た
心
不
全
を
起
こ

す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上

記
の
病
気
以
外
で
も
心
臓
肥
大
や
拡
大
を

お
こ
す
こ
と
が
あ
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

○
ま
ず
は
検
査
で
原
因
を

　

心
肥
大
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

が
あ
り
、
原
因
に
よ
り
治
療
法
も
異
な
る

た
め
、
ま
ず
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
心
電
図
に
加
え

て
心
臓
の
雑
音
が
な
い
か
、
血
圧
は
高
く

な
い
か
（
心
肥
大
の
原
因
は
高
血
圧
症
が

最
多
で
す
）
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
さ
ら

に
心
臓
超
音
波
検
査
で
心
肥
大
の
程
度
や

心
臓
の
機
能
、
弁
膜
症
な
ど
を
詳
し
く
調

べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

健
康
診
断
で
心
肥
大
と
い
わ
れ
て
も
自

覚
症
状
が
な
い
場
合
が
多
く
、
ま
た
、
何

ら
治
療
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
心
肥
大
が
き
っ

か
け
で
隠
れ
た
心
臓
病
が
見
つ
か
り
、
早

期
治
療
へ
と
結
び
つ
く
ケ
ー
ス
も
決
し
て

少
な
く
な
い
た
め
、
も
し
「
心
臓
が
大
き

い
」
と
い
わ
れ
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

医師：原田 希
のぞむ

専門：内科・循環器科

萩市民病院

　
健
康
診
断
で
「
心
臓
が
大
き
い
」、「
心

肥
大
」
な
ど
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
心
臓
の

影
が
写
り
ま
す
が
、
こ
の
影
の
幅
が
広
い

と「
心し
ん
ひ
だ
い
肥
大
」と
診
断
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

心
電
図
で
「
心
肥
大
」
を
指
摘
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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阿
武
川
カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
で
初
競
技

　

来
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
山
口
国
体
に
向

け
、
３
月
末
に
阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技

場
が
阿
武
川
ダ
ム
直
下
に
完
成
し
、
こ
れ
を

記
念
し
て
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
山
口
県
予
選
会
が
、
４
月
24
、

25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
が
完
成
し
て
初
め
て
行
わ
れ
る
大

会
と
あ
っ
て
、
選
手
を
始
め
関
係
者
は
競
技

が
始
ま
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）に
は
、リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
と
し
て
「
西
日
本
カ
ヌ
ー
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

唐
樋
札ふ

だ

ば場
跡
を
復
原

  

国
の
第
１
号
認
定
を
受
け
た
「
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
さ
5.6
ｍ

の
全
国
で
も
最
大
規
模
の
高こ
う
さ
つ
ば

札
場
を
含
め
た

「
唐
樋
札
場
跡
」
の
復
原
・
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー

と
現
地
説
明
会
を
４
月
28
日
、
開
催
し
ま
し

た
。

　

唐
樋
札
場
は
、
藩
政
時
代
、
萩
と
三
田
尻

（
現
・
防
府
市
）
を
結
ぶ
「
萩
往
還
」、
萩
と

赤
間
関
（
現
・
下
関
市
）
を
結
ぶ
「
赤
間
関

街
道
」、
萩
と
石
見
国
（
現
・
島
根
県
）
を

結
ぶ
「
石
州
街
道
」
の
起
点
で
、
交
通
の

要よ
う
し
ょ
う

衝
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
人
々
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
藩
の
掟
な
ど
を

記
し
た
高
札
場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

松
方
弘
樹
さ
ん
の
釣
竿
を
展
示
中

　

昨
年
11
月
の
「
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
」
で
、
俳
優
の
松
方
弘
樹
さ
ん
が

３
２
５
kg
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
釣
り
上
げ
た
釣

竿
が
、
４
月
30
日
か
ら
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

除
幕
式
で
は
、
同
実
行
委
員
会
の
赤
崎

望の
ぞ
む

会
長
が
松
方
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

披
露
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
見
島
の
海
は
、
大

型
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
回
遊
し
、滞
留
す
る
世
界
で

も
有
数
の
漁
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
心
穏
や

か
に
釣
り
が
で
き
る
唯
一
の
海
。
こ
の
豊
か

な
海
を
大
切
に
利
用
し
、
水
産
資
源
を
保
護

し
、
す
ば
ら
し
い
漁
場
を
後
世
に
残
せ
る
よ

う
、
漁
業
に
携
わ
る
方
々
と
と
も
に
、
釣
り

人
の
一
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
資
源
保
護
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
松
方
さ
ん
の
船
頭
役
を
担
っ
た
見

島
宇
津
の
吉
村
恒つ
ね
み
つ

満
さ
ん
も
「
今
年
も
待
っ

て
い
ま
す
よ
。
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
松
方
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

し
た
。

　

こ
の
釣
竿
と
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
実
物
大
パ
ネ

ル
は
、
６
月
30
日
ま
で
本
庁
ロ
ビ
ー
で
展
示

し
、
そ
の
後
、
萩
博
物
館
、
浜
崎
の
萩
海
運

待
合
所
、
最
後
に
来
年
春
に
完
成
す
る
見
島

総
合
セ
ン
タ
ー
で
常
設
展
示
し
ま
す
。

松方さんの竿（左）と吉村恒満さん
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先
生
も
学
ん
だ
よ

　

３
月
に
市
内
全
小
中
学
校
に
各
１
台
配
備

し
た
電
子
黒
板
を
授
業
に
積
極
的
に
取
り
入

れ
よ
う
と
、
４
月
12
日
明
倫
小
学
校
で
教
員

を
対
象
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

配
備
さ
れ
た
電
子
黒
板
は
、
50
イ
ン
チ
の

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
組
み

込
ん
だ
も
の
で
、
画
面
に
ペ
ン
で
文
字
を
書

い
た
り
、
画
面
を
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
英
単

語
が
発
音
さ
れ
た
り
、
漢
字
の
書
き
順
を
動

画
で
説
明
し
た
り
様
々
な
機
能
を
備
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
電
子
黒
板
を
活
用
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
子
ど
も
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
授
業
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

電
子
黒
板
の
研
修
会

子どもたちに電子黒板を使って楽しい授業を

美
し
い
ま
ち
萩
を
め
ざ
そ
う

　

き
れ
い
な
ま
ち
･
萩
推
進
市
民
会
議
（
波

多
野
一
郎
代
表
）の
主
催
で
、４
月
４
日
、「
美

し
い
ま
ち
・
萩
実
現
市
民
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
日
本
一
ご
み
の
な
い
ま
ち
・
萩
」

の
実
現
に
賛
同
す
る
市
民
が
環
境
美
化
活
動

を
実
践
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
環
境
美
化
活

動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
目
的
に
平
成
６
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
２
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
市
役
所
前

庭
の
決
起
集
会
で
「
き
れ
い
な
ま
ち
萩
推
進

市
民
会
議
の
宣
言
」
を
読
み
上
げ
た
後
、
ご

み
を
拾
っ
て
歩
き
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の

ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

萩市民春季ソフトボール大会 
　４月13・14・18 日に萩スポーツ広場で開催され、
１部21 チーム、２部15 チームが参加しました。

○２部【優勝】土原

○１部【優勝】川島

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

［団体］萩中家塾　前列左から福永矩
や す な り

宜（椿
西小６年）、長岡隼

しゅんすけ

佑（明倫小６年）、伊
藤海

か い と

斗（椿東小６年）、後列左から古屋 碧
あおい

（椿西小５年）、長岡竜
りゅうすけ

佑（明倫小５年）

松村和
か ず ま さ

真（萩高校３年）

太極拳

柔道 全国少年柔道大会（５月４〜５日 東京都）

ＪＯＣジュニア
オリンピックカップ
武術太極拳大会

（５月15〜16日 神奈川県）
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相
島
ス
イ
カ
作
り
オ
ー
ナ
ー
が
苗
を
植
え
付
け

　

４
月
10
日
、
相
島
で
「
相
島
ス
イ
カ
作
り

オ
ー
ナ
ー
」
に
よ
る
ス
イ
カ
苗
の
植
え
付
け

作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
有
数
の
ス

イ
カ
産
地
で
あ
る
相
島
と
ス
イ
カ
の
Ｐ
Ｒ
を

目
的
に
始
ま
っ
た
オ
ー
ナ
ー
制
度
も
６
回
目

を
数
え
、
今
年
は
１
８
５
口
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
植
え
付
け
作
業
に
は
約
１
２
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

相
島
の
ス
イ
カ
は
、
１
株
１
果
ど
り
の
こ

だ
わ
り
栽
培
で
、
中
に
は
１
玉
が
10
㎏
を
超

す
も
の
も
あ
り
、
糖
度
が
高
い
の
が
特
徴
。

今
後
の
栽
培
管
理
は
生
産
者
が
行
い
、
７
月

中
旬
に
は
オ
ー
ナ
ー
自
ら
、
収
穫
す
る
予
定

で
す
。

萩
・
三
隅
道
路  

見
学
会

　

４
月
26
日
、
現
在
建
設
中
の
萩
・
三
隅
道

路
で
報
道
関
係
者
を
対
象
と
し
た
現
地
見
学

会
が
国
土
交
通
省
主
催
で
開
催
さ
れ
、
工
事

概
要
や
進
捗
状
況
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
三
見
の
明
石
Ｉ
Ｃ
か
ら
椿
の
萩
Ｉ

Ｃ
間
8.1
㎞
を
建
設
中
で
、進
捗
率
は
約
80
％
、

事
業
費
は
約
３
８
０
億
円
。

　

吉
広
高
架
橋
（
仮
称
）
は
、
全
長
６
２
４

m
で
来
年
２
月
末
に
は
完
成
予
定
、
地
上
か

ら
の
高
さ
84
ｍ
の
玉
江
大
橋
（
仮
称
）
は
、

全
長
２
３
０
ｍ
で
来
年
６
月
末
に
は
完
成
予

定
で
す
。
国
で
は
、
来
年
秋
の
国
体
ま
で
の

全
線
開
通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

萩
商
高
同
窓
会
「
た
ち
ば
な
会
」
が
解
散
報
告
会

　

平
成
18
年
に
萩
工
業
高
校
と
統
合
し
た
萩

商
業
高
校
の
同
窓
会
「
財
団
法
人
萩
商
た
ち

ば
な
会
」
の
解
散
報
告
会
が
４
月
29
日
、
萩

本
陣
で
開
催
さ
れ
、
萩
商
業
高
校
の
同
窓
生

91
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、川
原
輝
彦
理
事
長
（
椿
東
）

が
、「
け
じ
め
を
つ
け
る
た
め
に
こ
の
会
を

開
催
し
た
。
１
０
０
年
の
母
校
、
80
年
の
同

窓
会
、
た
ち
ば
な
の
文
字
を
消
す
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
現
在
使
途
に
つ
い

て
検
討
中
で
あ
る
商
業
高
校
跡
地
の
報
告
の

後
、
同
会
が
所
有
す
る
土
地
と
現
金
の
寄
贈

目
録
が
川
原
理
事
長
か
ら
野
村
市
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
地
方
で
伝
統
文
化
な
ど
各
分
野
で
活

躍
す
る
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
エ
ネ
ル
ギ

ア
伝
統
文
化
賞
」
を
浜
崎
町
の
お
船
謡
保
存

会
（
伊
藤
久
雄
謡ゆ
う
ち
ょ
う

長
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
、広
島
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

お
船
謡
の
一
部
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
伊
藤

謡
長
は
、「
活
動
が
認
め
ら
れ
、
う
れ
し
い
。

今
後
も
後
継
者
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
財
団
が
平
成
７
年
か
ら
若
手
芸
術
家
や
伝

統
文
化
の
保
存
、
伝
承
等
に
功
績
の
あ
る
個

人
、
団
体
を
対
象
に
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

お
船
謡
保
存
会
が
伝
統
文
化
賞
を
受
賞
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萩焼まつり ５月１〜５日  市民体育館
42,400 人が入場。展示即売の外、20 回目を記念して行
われた萩焼抽選会も賑わいました

萩往還まつり「技・明木展」
5月3〜4日　乳母の茶屋周辺

県内外の伝統工芸品の展示即売され、8,000 人が来場

須佐湾クルージング
5月5日 須佐湾周辺

150 人が壮大なホルンフェルスを海から楽しみました

つつじまつり 5月3〜5日 ゆとりパークたまがわ
よさこいやフラメンコショーの披露など、
17,500 人で賑わいました

5月３〜4日 萩城跡指月公園ほか萩・大茶会
今年で 14 回目。好天の中、市内 4 流派の呈茶が振る舞わ
れました。13,300 人が来場

見島 島びらきまつり 2010
5月２日　本村子ども遊園地広場

500 人が参加。アワビのステーキやサザエの
つぼ焼きなど見島自慢の海の幸を味わいました
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　エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

柔
道
着
一
式
、
車
の
カ
バ
ー
、
事
務

机
、
椅
子
、
ロ
ッ
カ
ー
、
本
棚
、
設

計
本
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
四
人
掛
け

ソ
フ
ァ
ー

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

て
ん
ぷ
ら
揚
げ
機
、
浴
槽
、
ミ
シ
ン
、

長
門
高
校
制
服
（
男
子
）、
日
の
丸

保
育
園
制
服
・
体
操
服
、
三
輪
自
転

車
、
洗
濯
機
、
電
子
レ
ン
ジ
、
自
転

車
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
掃
除
機
、

テ
ー
ブ
ル
、
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
、
萩
幼

稚
園
制
服
、
自
転
車
（
前
カ
ゴ
付
）

◆
登
録
は
３
か
月
間
。登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。希
望

者
は
、エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

紙
ブ
ロ
ー
チ
講
座

▽
と
き　

6
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
～
▽
定
員　

10
人

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対

策
の
加
入
申
請
手
続
き

　

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策

は
、自
給
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

麦
・
大
豆
・
新
規
需
要
米
な
ど
の

生
産
拡
大
を
促
す
対
策
「
水
田
利

活
用
自
給
力
向
上
事
業
」
と
、
恒

常
的
に
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
米
に

対
し
て
補
て
ん
す
る
対
策
「
米
戸

別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」
が
合

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
対
策
の
加
入
申
請
手
続
き

を
「
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
地
域
水
田
農

業
推
進
協
議
会
」が
手
伝
い
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
水
稲
共
済
細
目
書

を
提
出
さ
れ
た
農
業
者
を
中
心
に

５
月
初
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
の

で
、同
封
し
た
案
内
を
確
認
の
上
、

各
地
域
の
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
で

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。な
お
、届
い
て
な
い
方
は
農
政

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
受
付
日
程
の
詳
細
は
、
農

業
者
あ
て
に
送
付
し
て
い
る
書
類

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
政
課
（
２
５
・
４
１
９
２
）

地
籍
調
査
実
施
区
域
の

登
記
が
完
了
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
土
地
を
調
査
す
る
「
地

籍
調
査
」
を
計
画
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
度
に
地
籍
調
査

（
一
筆
地
調
査
）
を
行
っ
た
区
域

の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

■
完
了
地
区

船
津
、
無
田
ヶ
原
、
三
見
手ち
ょ
う
ず
が
わ

水
川

■
地
籍
調
査
と
は

　
「
地
籍
」
と
は
、
法
務
局
の
土

地
登
記
簿
と
備
付
地
図
に
記
録
さ

れ
て
い
る
地
番
・
地
目
・
面
積
・

所
有
者
の
こ
と
で
す
。
実
際
の
土

地
と
記
録
が
異
な
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
地
籍
調
査
に
よ
り
新
し
い

正
確
な
地
図
・
記
録
（
地
籍
図
・

地
籍
簿
）
を
作
り
ま
す
。
今
ま
で

の
完
了
地
区
は
、
椿
、
山
田
、
三

見
で
す
。

問
い
合
わ
せ

用
地
課
（
２
５
・
９
７
９
０
）

松
く
い
虫
防
除
の
薬
剤
散
布

　

松
く
い
虫
防
除
の
た
め
、
萩
地

域
で
動
力
噴
霧
器
・
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
を
実
施
し

ま
す
。

※
今
ま
で
川
上
、
田
万
川
、
福
栄

地
域
で
実
施
し
て
い
た
空
中
散
布

は
、
今
年
度
か
ら
中
止
し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
８
日
（
火
）
～
10

日
（
木
）
午
前
５
時
～
10
時

※
東
光
寺
、
松
陰
誕
生
地
は
午
後

５
時
～
６
時
、
田
床
山
は
午
前
９

時
～
午
後
５
時

※
日
程
は
、
天
候
状
況
等
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

【
椿
東
】
松
陰
神
社
・
越
ヶ
浜
小

学
校
・
市
道
松
本
前
小
畑
線
・
市

道
雁
島
河
岸
線
・
田
床
山
・
東
光

寺
・
松
陰
誕
生
地　

【
大
井
】
先
松
原

【
市
街
地
】
西
の
浜
・
石
彫
公
園
・

指
月
公
園
・
裁
判
所
・
検
察
庁
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
・
菊
屋
家
・
高
杉

家
旧
宅
・
木
戸
公
旧
宅
・
富
川
家
・

野
田
家
・
萩
東
中
学
校
・
サ
ン
ラ

イ
フ
萩
・
明
倫
小
学
校
・
市
役
所
・

旧
萩
商
業
高
校
・
菊
ヶ
浜
・
県
道

萩
港
沿
線
・
市
道
玉
江
菊
ヶ
浜
線
・

指
月
小
浜

■
使
用
薬
剤　

エ
コ
ワ
ン
３
フ
ロ

ア
ブ
ル
１
５
０
倍
希
釈
液

問
い
合
わ
せ

林
政
課
（
２
５
・
４
１
９
４
）

萩
・
椿
ま
つ
り
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
者

　

萩
・
椿
ま
つ
り
、
笠
山
椿
群
生

地域 とき - ５月 -
萩 12日（水）〜26日（水）

川上 20日（木）〜21日（金）
田万川 11日（火）〜14日（金）
須佐 11日（火）〜14日（金）

むつみ 17日（月）〜21日（金）

旭 13日（木）〜14日（金）
20日（木）〜21日（金）

福栄 18日（火）〜21日（金）
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林
の
魅
力
を
全
国
に
紹
介
す
る
た

め
に
開
催
し
た
「
萩
・
椿
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
受
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
５
月
15
日
・
16
日
の

「
萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り
」
で
展

示
し
ま
す
。

■
最
優
秀
賞　

▽
「
優
雅
」
吉
本

裕ゆ
づ
き月
（
島
根
県
）

■
入
選　

▽
「
群
生
林
散
策
」
黒

木
丸ま
る
お生
（
下
関
市
）
▽
「
楽
し
い

一
日
」
臼
う
す
も
と本

豊
（
下
関
市
）
▽
「
し

な
や
か
な
椿
小
町
」広
田
和
夫（
宇

部
市
）

の
住
宅
密
集
地
・
夕
ゆ
う
な
ぎ凪
湾
・
嫁
泣

湾
周
辺
）

■
期
間　

５
月
１
日
～
平
成
23
年

２
月
25
日

問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
法
務
局
14
条
地
図
作
成

現
地
事
務
所
（
２
６
・
４
１
２
４
）

密
輸
情
報
提
供
の
お
願
い

　

門
司
税
関
で
は
、
５
月
を
「
薬

物
お
よ
び
銃
器
取
締
強
化
期
間
」

と
し
て
、
密
輸
の
取
り
締
ま
り
お

よ
び
情
報
収
集
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
、
け
ん
銃

等
の
密
輸
に
関
係
が
あ
り
そ
う
な

“
不
審
な
話
”
や
“
う
わ
さ
”
を

耳
に
し
た
ら
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
通
報
先　

密
輸
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
・
４
６
１
・
９
６
１
）

24
時
間
受
付

問
い
合
わ
せ

下
関
税
関
支
署
萩
出
張
所

（
２
５
・
５
１
２
０
）

県
税（
自
動
車
税
）の
納
期

　

今
年
度
か
ら
納
税
通
知
書
は
５

月
初
旬
に
送
付
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で

の
納
付
も
で
き
ま
す
。

■
納
期
限　

５
月
31
日
（
月
）

■
納
付
場
所　

金
融
機
関
、
県
税

事
務
所
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア

問
い
合
わ
せ　

萩
県
税
事
務
所（
２
５・９
８
７
３
）

寄
付

　

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
藤

谷
芳
久
会
長
）か
ら
、
萩
市
と
鎌

倉
市
の
両
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

交
流
を
記
念
し
て
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

１
本
、玉
縄
桜
１
本
、記
念
プ
レ
ー

ト
１
枚
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

街
路
灯
ス
ポ
ン
サ
ー

　

萩
市
照
明
都
市
計
画
委
員
会
は

市
内
に
街
路
灯
を
整
備
・
維
持
す

る
こ
と
に
よ
り
、
明
る
い
街
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
設
置
し
た
街
路
灯
は

市
内
に
約
３
３
０
基
あ
り
、
ス
ポ

ン
サ
ー
の
方
に
は
、
電
気
代
等
の

維
持
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
代

わ
り
に
、
広
告
用
看
板（
縦
90
㎝
、

横
45
㎝
）を
無
料
で
作
成
し
、街
路

灯
の
ポ
ー
ル
に
据
え
付
け
ま
す
。

■
対
象
者　

商
店
主
や
事
業
者
の

方
、
自
治
会
や
組
合
等

■
料
金
（
月
額
）　

１
本
に
つ
き

１
２
０
０
円
～
２
１
０
０
円
（
設

置
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

申
し
込
み

商
工
課
内
萩
市
照
明
都
市
計
画
委

員
会
事
務
局
（
２
５
・
３
１
０
８
）

交
通
安
全
の
標
語

　

交
通
安
全
・
交
通
事
故
防
止

を
目
的
と
し
た
標
語
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
す
る
方

■
応
募
作
品　

一
人
１
点

■
表
彰　

金
賞（
１
点
）、銀
賞（
２

点
）、
銅
賞
（
若
干
）。
各
賞
に
賞

状
お
よ
び
賞
金
、
児
童
生
徒
は
図

書
券

■
応
募
方
法　

６
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
、
萩
警
察
署
内
萩
交
通
安

全
協
会
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
児
童
生
徒
は
学
校
名
と

学
年
を
記
入
の
う
え
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
２
５
萩
市
土
原

４
７
６
番
地
１　

萩
警
察
署
内
萩

交
通
安
全
協
会
「
交
通
安
全
標
語

募
集
」
係
（
２
２
・
５
２
３
２
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

観
光
課
内
萩
・
花
ご
よ
み
実
行
委

員
会
（
２
５
・
３
１
３
９
）

地
図
作
成
作
業
に
ご
協
力
を

　

法
務
局
で
は
、
越
ヶ
浜
地
区
の

一
部
の
地
図
を
作
成
し
ま
す
。
土

地
所
有
者
の
方
に
は
境
界
の
確
認

の
た
め
立
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
測
量
の
際
に
所
有
地
に
立

ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
地
区　

越
ヶ
浜
地
区
（
国

道
１
９
１
号
か
ら
笠
山
入
口
ま
で問い合わせ　企画課（２５・３５６９）

■時間　午後７時〜９時

萩・タウンミーティング
〜市長との対話の集会〜

5 〜 6

　市長が各地域に出向き、主要な施策等の説明と意見交
換を行います。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
◦市の現状と主要施策の説明（約 60 分）
◦質疑応答（約 60 分）

月

小学校区 期　　日 会　　　場
大島 ５月15日（土） 大島公民館
相島 ５月17日（月） 相島文化センター
見島 ５月20日（木） 見島総合センター
椿西 ５月26日（水） 市民体育館

白水・木間 ５月27日（木） 山田保育園
三見 ６月２日（水） 三見公民館
明倫 ６月４日（金） サンライフ萩
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萩
夏
ま
つ
り

　
　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

優
秀
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
等
に
採

用
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

■
作
品
例　

萩
の
夏　

広
が
れ
人

の
輪　

祭
り
の
輪（
平
成
21
年
度
）

■
申
込
方
法　

５
月
31
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
任
意
の
用

紙
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
（
２
点

以
上
の
連
記
可
）、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

※
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
方
は
、

住
所
、
氏
名
を
公
表
し
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
１
萩
市

大
字
江
向
４
５
７　

萩
商
工
会

議
所
内
萩
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
２
５
・
３
３
３
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
５
・
３
４
３
６
、
メ
ー
ルhagi-

cci@
haginet.ne.jp

）

県
営
住
宅
入
居
者

■
入
居
時
期　

７
月
下
旬
頃

■
入
居
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
内
縁
関
係

お
よ
び
婚
約
者
を
含
む
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

④
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い

※
単
身
入
居
に
は
、
申
込
条
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

５
月
20
日
（
木
）

～
31
日
（
月
）（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
住
宅
供
給

公
社
、
萩
土
木
建
築
事
務
所
、
萩

市
建
築
課
備
え
付
け
の
申
込
書
を

山
口
県
住
宅
供
給
公
社
へ
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
住
宅
供
給
公
社

（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術

展
見
学
者

　

萩
市
か
ら
24
人
の
方
が
出
品
さ

れ
る
美
術
展
を
見
学
し
ま
せ
ん

か
。

■
と
き　

６
月
11
日
（
金
）
午
前

11
時
～
午
後
４
時
15
分

■
と
こ
ろ　

防
府
市
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
・
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト

※
市
役
所
本
庁
前
駐
車
場
に
集
合

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）　

■
参
加
料　

無
料（
昼
食
代
は
実

費
）申

し
込
み

６
月
４
日
ま
で
に
、
介
護
保
険
課

（
２
５
・
３
１
３
７
）
へ

萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
行
事

◯
子
育
て
誕
生
会

■
と
き　

６
月
４
日
（
金
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者

■
内
容　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

■
主
催　

萩
市

申
し
込
み

５
月
31
日
ま
で
に
、萩
市
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー（
２
５・４
４
８
８
）へ

住宅名
募集区分
・戸数 単身

入居間取り 家　賃 駐車場
使用料一般優先

無田ヶ原 3 1 × 3DK 20,900円
〜42,100円 900 円

第 2
無田ヶ原 1 0 × 3DK 18,500円

〜36,400円 1,000 円

金谷 1 1 × 3DK 21,900円
〜43,000円 700 円

■住宅名・家賃等

◆
展
示
品
紹
介

（
久
坂
、
高
杉
の
時
代
か
ら
）

吉
田
稔と
し
ま
ろ麿
愛
用
の
紙
入
れ

　

吉
田
稔
麿
（
栄え
い
た
ろ
う

太
郎
）
は
元げ
ん
じ治

元
年
（
１
８
６
４
）
６
月
５
日
夜
、

京
都
三
條
の
旅
宿
池
田
屋
で
同
志

と
密
談
中
、
京
都
守
護
職
支
配
下

の
新
撰
組
に
襲
わ
れ
、闘
死
し
た
。

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
歴
史
の

萩
博
物
館
企
画
展

開
催
中
〜
６
月
20
日（
日
）

萩
博
物
館

を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

5
月
25
日
（
火
）
午
後

1
時
30
分
～
２
時
30
分

■
定
員 

30
人（
当
日
受
付
、先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
観

覧
料
が
必
要
で
す
）

　

萩
博
物
館
東
門
右
手
に
古
代
寺

院
の
塔
の
礎
石
、
明
治
時
代
の
煉

瓦
造
り
の
公
衆
便
所
、
火
山
弾
、

貝
化
石
な
ど
石
に
関
連
し
た
屋
外

展
示
の
コ
ー
ナ
ー
を
整
備
し
ま
し

た
。
こ
の
展
示
に
つ
い
て
説
明
会 （萩本陣蔵）

高
杉
晋
作
詩
書

　

高
杉
晋
作
は
、釣
り
餌え

に
驚
い

て
去
る
魚
、矢や
き
ゅ
う弓

を
見
て
飛
び
立

つ
鳥
を
、裏
切
り
行
為（
反は
ん
ぷ
く復

）に

走
り
や
す
い
人
間
に
た
と
え
て
い

る
。
慶
応
元
年（
１
８
６
５
）閏
う
る
う

（春風文庫蔵）

流
れ
が
一
層

急
激
な
も
の

と
な
り
、
翌

月
の
禁
門
の

変
へ
と
つ
な

が
る
。

５
月
か
ら
６
月
こ
ろ
の
作
。
こ
の

頃
の
晋
作
は
下
関（
馬
関
）開
港

準
備
に
奔
走
す
る
も
反
対
派
か
ら

命
を
狙
わ
れ
、
四
国
に
逃
げ
る
な

ど
散
々
な
目
に
遭
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
、
土
佐
の
同
志
だ
っ
た
中な
か
お
か岡

慎し
ん
た
ろ
う

太
郎
が
好
ん
だ
詩
で
も
あ
る
と

い
う
。

◉
屋
外
展
示
場「
石
の
小こ

み

ち径
」オ
ー
プ
ン
!
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花
の
苗
の
あ
っ
せ
ん

■
と
き　

６
月
11
日
（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

※
必
ず
当
日
の
受
け
取
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

萩
地
域
＝
サ
ン
ラ
イ

フ
萩
、
萩
地
域
以
外
＝
各
総
合
事

務
所

■
種
類　

サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
日
々
草
、
ア
ゲ
ラ
タ

ム
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
コ
リ
ウ
ス
、

イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、
ポ
ー
チ
ュ
ラ

カ
、
ト
レ
ニ
ア
、
メ
ラ
ン
ポ
デ
ィ

ウ
ム
、
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
、
ベ
ゴ

ニ
ア
、
百
日
草

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
数
の
調

整
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
金
額　

１
本
50
円

■
持
参
品　

苗
の
入
れ
物

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

■
申
込
方
法　

５
月
31
日
ま
で

に
、
都
市
計
画
課
お
よ
び
各
総
合

事
務
所
地
域
振
興
部
門
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
苗
の
種

類
と
本
数
を
記
入
の
う
え
郵
送
ま

た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
４
）

萩
市
子
連
イ
ン
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
（
第
１
期
）

　

子
ど
も
会
活
動
に
お
い
て
、
子

ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
活
動
で
き

る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目

指
し
ま
す
。
他
校
の
子
ど
も
た
ち

と
交
流
し
、
楽
し
い
思
い
出
と
仲

間
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き　

６
月
26
日
（
土
）
午
後

１
時
～
27
日
（
日
）
午
後
２
時
30

分
（
１
泊
２
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
青
年
の
家（
堀
内
）

■
対
象
者　

小
学
校
高
学
年

■
内
容　

Ａア

フ

ピ

ー

Ｆ
Ｐ
Ｙ
（
人
間
関
係

づ
く
り
の
た
め
の
山
口
県
独
自
の

体
験
活
動
）
を
取
り
入
れ
た
仲
間

づ
く
り
、
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
食
事

代
等
）

■
定
員　

50
人

■
主
催　

萩
市
子
ど
も
会
育
成
連

合
会

■
申
込
方
法　

６
月
15
日
ま
で
に
、

各
単
位
子
ど
も
会
育
成
会
長
へ

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
９
０
）

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
国

際
的
視
野
の
広
い
人
材
を
育
成
す

る
目
的
で
、
次
代
を
担
う
市
内
中

学
生
を
対
象
に
し
た
「
長
州
フ
ァ

イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
語
学
研
修
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

今
回
で
４
回
目
と
な
る
今
年
は
、

井
上
勝
没
後
１
０
０
年
を
記
念
し

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
研
修
期
間　

７
月
28
日（
水
）～

８
月
13
日（
金
）の
17
日
間（
予
定
）

■
研
修
先　

ロ
ン
ド
ン
大
学

■
研
修
内
容　

語
学
研
修
（
一

ク
ラ
ス
15
人
程
度
）、
課
外
活
動
、

長
州
フ
ァ
イ
ブ
ゆ
か
り
の
地
見
学

■
参
加
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
し
、
保
護
者
の
同
意
を
得

た
中
学
生

①
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
市
内
在

住
、
②
心
身
共
に
健
康
で
協
調
性

が
あ
る
、
③
基
礎
的
な
英
会
話
能

力
を
有
し
て
い
る
、④
萩
の
歴
史
・

文
化
・
自
然
に
興
味
が
あ
る
、
⑤

海
外
で
新
た
な
自
分
の
可
能
性
を

発
見
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
る

■
参
加
者
の
負
担
費
用　

パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
等
の
渡
航
手
続
き
に

必
要
な
経
費
、
各
自
の
準
備
に
要

す
る
経
費

■
募
集
人
員　

５
人

■
募
集
期
間　

５
月
17
日
（
月
）

～
６
月
４
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

参
加
申
込
書
、
保

護
者
の
承
諾
書
、本
人
の
誓
約
書
、

課
題
作
文
「
私
が
イ
ギ
リ
ス
で
学

び
た
い
こ
と
」（
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
２
枚
）
を
在
籍
中
学
校

に
提
出

■
選
考　

考
査
・
面
接

▽
と
き　

６
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
～

▽
と
こ
ろ　

市
民
館

▽
内
容　

筆
記
試
験
（
萩
も
の
し

り
博
士
検
定
、
英
語
力
テ
ス
ト
）、

集
団
面
接

▽
結
果
発
表　

在
籍
学
校
を
通
し

て
本
人
あ
て
通
知

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

（
２
５
・
３
５
５
８
）

井
上
勝
没
後
１
０
０
年
記
念

長
州
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
英
国
語
学
研
修

募集

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
テ

ス
ト
１
５
０

　

チ
ー
ム
単
位
で
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
い
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
と
交

通
事
故
防
止
を
図
り
ま
す
。

■
期
間　

７
月
４
日
～
11
月
30
日

（
１
５
０
日
間
）

■
参
加
資
格　

県
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
の
方

■
参
加
料　

①
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ス

（
５
人
で
１
チ
ー
ム
）
３
１
５
０

円
、
②
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
３

人
で
１
チ
ー
ム
）
１
８
９
０
円
、

③
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス
（
２
人
で
１

チ
ー
ム
）
１
２
６
０
円

■
賞
品　

無
事
故
・
無
違
反
達
成

チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で
、

５
０
０
０
円
～
10
万
円
の
旅
行

券
、
商
品
券
等
を
贈
呈

■
申
込
方
法　

７
月
３
日
ま
で

に
、
防
災
安
全
課
、
各
総
合
事
務

所
地
域
振
興
部
門
、
支
所
・
出
張

所
、
萩
警
察
署
、
江
崎
幹
部
交
番

備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
と
参
加

料
の
払
込
金
受
領
証
を
提
出

■
主
催　

交
通
安
全
山
口
県
対
策

協
議
会

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

萩
警
察
署
（
２
６
・
０
１
１
０
）

△長州ファイブが学んだＵＣＬ
（ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン）
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み
ん
な
で
守
ろ
う
自
然
と

環
境
発
表
会

　

小
・
中
学
校
で
は
、
平
素
か
ら

環
境
問
題
に
つ
い
て
、
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校

に
お
け
る
環
境
活
動
や
環
境
に
対

す
る
思
い
を
発
表
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
22
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
10
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

発
表
者
は
、
明
倫
小
学

校
・
む
つ
み
中
学
校
の
各
２
人
の

児
童
・
生
徒

主
催
・
問
い
合
わ
せ

守
ろ
う
美
し
い
町
実
行
委
員
会

（
２
２
・
３
８
７
４
）

史
都
萩
を
愛
す
る
会
例
会

　

会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
と
き　

５
月
22
日
（
土
）
午
後

２
時
15
分
～

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室　

■
演
題　
「
明
治
の
政
治
家
が
教

え
る
日
本
復
活
へ
の
道
」

■
講
師　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
キ
タ（
ハ

ワ
イ
大
学
名
誉
教
授
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

史
都
萩
を
愛
す
る
会

問
い
合
わ
せ　

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）　

萩
市
見
島
八
里
ヶ
瀬
漁
場

保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
な
ど
が
回
遊
す
る

日
本
有
数
の
好
漁
場
で
あ
る
見
島

沖
の
八
里
ヶ
瀬
漁
場
の
資
源
保
護

と
今
後
の
漁
場
管
理
の
あ
り
方
を

展
望
す
る
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き  
５
月
29
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
内
容

①
「
沖
合
天
然
礁
漁
場
保
護
と
管

理
の
意
義
～
八
里
ヶ
瀬
漁
場
調
査

10
年
を
振
り
返
っ
て
～
」
▽
濱
野

明
（
水
産
大
学
校
教
授
）

②
「
対
馬
暖
流
海
域
に
お
け
る
海

洋
物
理
環
境
と
八
里
ヶ
瀬
の
そ
の

特
徴
」
▽
滝
川
哲
太
郎
（
水
産
大

学
校
講
師
）

③
「
八
里
ヶ
瀬
の
海
洋
環
境
と
生

物
分
布
」
▽
田
上
英
明
（
東
京
大

学
大
気
海
洋
研
究
所
）

④
「
日
本
海
西
部
に
お
け
る
マ
グ

ロ
類
の
生
態
」
▽
毛
利
雅
彦
（
水

産
大
学
校
准
教
授
）

⑤
「
八
里
ヶ
瀬
に
生
育
す
る
海
藻

◆
世
界
遺
産
候
補
の
古
写

真
を
募
集

　

市
で
は
、
萩
の
遺
産
の
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
遺
産
の
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
遺

産
候
補
と
な
っ
て
い
る
「
萩
反
射

炉
」、「
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
」

に
つ
い
て
は
、
建
設
後
の
変
遷
状

況
が
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
撮
ら
れ

た
ご
家
族
の
記
念
写
真
や
風
景
写

真
、
ハ
ガ
キ
な
ど
の
中
に
、
こ

れ
ら
の
文
化
財
が
写
っ
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
あ

り
ま
し
た
ら
、
世
界
遺
産
推
進
課

（
２
５
・
３
３
８
０
）
へ
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
古
写
真　

明
治
・
大

正
・
昭
和
初
期
に
撮
影
さ
れ
た「
萩

反
射
炉
」、「
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所

跡
」

■
募
集
期
間　

５
月
12
日
（
水
）

～
８
月
31
日
（
火
）

※
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

萩
博
物
館
企
画
展
「
萩
の
近
代
化

産
業
遺
産
」（
９
月
18
日
～
11
月

28
日
開
催
）
の
無
料
入
場
券
を
進

呈
し
ま
す
。

 

◆
萩
の
近
代
化
産
業
遺
産

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
０　

　

市
で
は
、
萩
の
近
代
化
産
業
遺

産
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
写
真

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
は
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
の
展
示
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
へ
の
利
用
な
ど
、
市
の
紹

介
等
に
活
用
し
ま
す
。

■
題
材　

萩
反
射
炉
、
恵
美
須
ヶ

鼻
造
船
所
跡

■
募
集
期
限　

12
月
31
日

■
応
募
規
定

①
題
材
を
撮
影
し
た
写
真
で
、
作

品
は
自
作
未
発
表
の
も
の
。
応
募

点
数
は
1
人
２
点
ま
で
。

②
作
品
は
四
つ
切
、
四
つ
切
ワ
イ

ド
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
、
カ

ラ
ー
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
。
合
成

や
事
実
を
変
え
る
よ
う
な
加
工
を

加
え
た
も
の
は
不
可
。

※
作
品
に
人
物
が
写
っ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
方
の
承
諾
を
得
た
上

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
市
は
肖

像
権
侵
害
等
の
責
任
は
負
い
ま
せ

ん
。

③
作
品
の
著
作
権
は
撮
影
者
に
帰

属
し
、
作
品
の
使
用
権
は
萩
市
に

帰
属
し
ま
す
。

■
表
彰　

▽
萩
市
長
賞
１
点
（
賞

金
５
万
円
）
▽
萩
産
業
遺
産
賞
２

点
（
賞
金
３
万
円
）
▽
入
選
10
点

（
賞
金
１
万
円
）

※
作
品
は
、平
成
23
年
４
月
以
降
、

萩
博
物
館
等
で
展
示
・
表
彰
し
ま

す
。

■
申
込
方
法　

作
品
の
裏
面
に
世

界
遺
産
推
進
課
備
え
付
け
の
応
募

票
を
添
付
し
て
、
郵
送
（
当
日
必

着
）
ま
た
は
持
参
。
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
世

界
遺
産
推
進
課
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
係
（
２
５
・
３
３
８
０
）

「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て萩反射炉
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★火曜日休館 ☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

◯アリス・イン・ワンダーランド（3Ｄ・吹替）

◯ドラえもん —のび太の人魚大海戦—

◯サヨナライツカ
◯ディア・ドクター

上映中

上映中〜5/16
5/15〜6/11
5/15〜6/11

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

の
状
況
」
▽
村
瀬
昇
（
水
産
大
学

校
准
教
授
）

■
定
員　

80
人

■
申
込
方
法　

５
月
27
日
ま
で

に
、
水
産
課
備
え
付
け
の
申
込
書

を
提
出

■
主
催　

八
里
ヶ
瀬
漁
場
保
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
・
萩
市

申
し
込
み　

〒
７
５
８
‐

８
５
５
５　

萩
市
水
産
課（
２
５
・

４
１
９
５
）

萩
ユ
ネ
ス
コ
協
会文

化
講
演
会

　

会
員
以
外
の
方
も
聴
講
で
き
ま

す
。

■
と
き　

６
月
12
日
（
土
）
午
後

２
時
20
分
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
演
題　
「
杉
孫
七
郎
の
訪
欧
と

長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

■
講
師　

小
山
良よ
し
ま
さ
昌
（
毛
利
博
物

館
館
長
）

■
主
催　

萩
ユ
ネ
ス
コ
協
会

問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
２
級
課
程
（
通
信
課
程
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く

た
め
に
必
要
な
基
本
的
技
術
と
知

識
を
身
に
付
け
、
介
護
が
必
要
な

方
に
生
活
面
で
の
自
立
に
向
け
た

支
援
が
行
え
る
介
護
を
目
指
し
ま

す
。

■
と
き　

６
月
21
日
～
９
月
30
日

の
毎
週
月
・
木
曜
日
午
後
６
時
30

分
～
９
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
・
福
祉
複
合
施
設

か
が
や
き
（
椿
）

■
内
容　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
面
接

授
業
）
21
回
、
添
削
指
導
（
通
信

講
座
）
８
回
、介
護
実
習
４
日
間
、

計
１
３
４
・
５
時
間

■
対
象
者　

全
講
座
受
講
で
き
る

方■
受
講
料　

４
万
８
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
定
員　

30
人

■
申
込
方
法　

６
月
４
日
ま
で

に
、
か
が
や
き
備
え
付
け
の
申
込

書
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団
か
が
や
き

（
２
４
・
４
１
１
１
）
中
村

夜
間
卓
球
教
室

　

初
心
者
向
け
の
卓
球
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
８
日
～
12
月
14
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

30
分

■
と
こ
ろ　

明
倫
小
学
校
体
育
館

■
対
象
者　

萩
市
ま
た
は
近
隣
に

在
住
、
在
勤
の
社
会
人
で
初
心
者

の
方

■
参
加
料　

１
６
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
）

■
申
込
方
法　

５
月
31
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
に
記
入

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
卓
球
協
会
（
２
６
・
０
４
８

１
）
佐
伯

■お詫びと訂正
　市報５月１日号２ページ下段の「後期
高齢者医療制度の保険料率が変わりまし
た」の記事中、変更後の均等割額に誤り
がありました。下記のとおり訂正のうえ、
お詫びします。

（平成 20・21 年度）変更前
○所得割率：8.71％
○均等割額：47,272 円

（平成 22・23 年度）変更後
○所得割率：8.73％
○均等割額：46,241 円

「
産
廃
処
分
場
建
設
計
画
反

対
」
総
決
起
集
会

　

福
栄
地
域
に
計
画
さ
れ
て
い
る

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
反
対

し
て
い
る
「
萩
・
福
栄 

水
と
命

を
守
る
会
」
で
は
、
第
４
回
総
決

起
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
各
会
員
団
体
の
代
表

者
が
処
分
場
建
設
反
対
の
決
意
を

表
明
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
22
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

活
動
報
告
・
決
意
表
明
・

デ
モ
行
進

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
・
福
栄 

水
と
命
を
守
る
会

（
２
２
・
３
８
７
４
）

春
の
園
芸
展

【
盆
栽
・
山
草
展
】

■
と
き　

５
月
27
日
（
木
）
～
28

日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
さ
つ
き
展
】

■
と
き　

５
月
28
日
（
金
）
～
30

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
28
日
は
正
午
か
ら

■
と
こ
ろ　

市
民
館　

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
９
０
）
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10:00〜むつみ総合事務所
10:00〜福栄保セ

　健康教室きらめき隊
●のびのび会

19㊌
27㊍

地域むつみ・福栄

10:00〜川上保セ
9:00〜旭活性化セ

13:30〜旭マルチメディアセ

●とことこクラブ
　運動教室（佐々並）
●乳幼児健診

毎週㊍
20㊍
27㊍

地域川上・旭

9:30〜やまびこ
13:30〜須佐保セ
9:30〜須佐保セ
9:00〜やまびこ

9:00〜田万川総合事務所・小川支所
9:30〜田万川保セ

9:30〜須佐保セ
9:30〜田万川保セ

9:30〜須佐保セ
9:30〜やまびこ

7:30〜田万川保セ

　弥富元気モリモリ体操
　活き活きリハ会
　須佐元気モリモリ体操
　健康・介護予防相談
　大腸がん検診容器配布 〜28日
　
　健康ちょきん教室
●すくすく赤ちゃん学級
　健康相談
　須佐元気モリモリ体操
　弥富元気モリモリ体操
　特定健康診査・がん検診

19㊌

20㊍
24㊊

25㊋

27㊍
28㊎
31㊊

田万川・須佐 地域

19 ㊌
25 ㊋

萩健康福祉センター ☎25・2663
　酒害相談（酒に関する困り事相談）
　心の健康相談（要予約）

13:00〜
13:00〜

18㊋、21㊎、25㊋、28㊎
 おはなしの森 11：00〜11：30 子ども図書館

15 ㊏  学校連携特別展  須佐い〜っ
 ぱいにひまわりを!! 〜30日 9：30〜 須佐図書館

18 ㊋  あんずの会（読書会） 14：00〜 萩図書館
19 ㊌  リサイクル新聞の日 9：30〜 萩図書館

 明木図書館通信を作ろう 15：30〜 明木図書館
21 ㊎  やっちゃんの青空教室 13：10〜 育英小学校
22 ㊏  わくわくの会 14：30〜子ども図書館
23 ㊐  リサイクル雑誌の日 9：30〜 萩図書館
25 ㊋  茶話会 14：00〜 須佐図書館
26 ㊌  ことばあそびをたのしもう 15：30〜 明木図書館
26 ㊌  まなぼう館で今日は何する？15：00〜 須佐図書館
28 ㊎  やっちゃんの青空教室 13：10〜 育英小学校
29 ㊏  ふしぎの会 14：30〜子ども図書館

【休館日】萩図書館、須佐図書館：17㊊、19㊌、24㊊、31㊊
　　      明木図書館：17㊊、19㊌、23㊐、24㊊、31㊊

16㊐ 　須佐地区対抗エンジョイスポーツ大会
　　　                8：30〜須佐中グラウンド

●萩市民春季バレーボール大会
　　　                9：00〜市民体育館

　県知事旗一般男子ソフトボール大会予選（2部）
　　　               9：00〜萩スポーツ広場

　萩市長杯争奪大会兼中国5県軟式野球大会
　（B級、〜29日）                       9：00〜萩スタジアム

18㊋ 　萩グラウンドゴルフ協会長杯大会
9：00〜萩スポーツ広場

22㊏ 　中国地区学童軟式野球選手権大会萩予選（〜23日）
                            9：00〜萩スポーツ広場

23㊐ 　萩市近郷ソフトバレーボール大会
         9：00〜市民体育館

　春季萩オープンダブルステニス大会
                     9：00〜ラケットクラブ萩

　春季萩市少林寺拳法大会      9：00〜土原体育館
　萩市弓道大会                               9：00〜弓道場

24㊊ 　萩商工会議所主催会員事業所対抗ソフトボール
　大会（〜6月3日）              17：00〜萩スポーツ広場

28㊎ 　県高等学校剣道総合体育大会（〜30日）
　　　                    9：00〜市民体育館

30㊐ 　佐々並地区総ぐるみ親睦球技大会
   8：30〜旭山村広場ほか

　山口県サッカーリーグ戦 １種萩大会
   9：00〜萩スポーツ広場

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
20 ㊍  世界遺産登録に向けフォトコンテスト
27 ㊍  健診のしおり

※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事萩 地域
13:30〜御許町公会堂

10:00〜萩市保セ
9:30〜大井馬場下公会堂

10:00〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

13:30〜浜崎みんなの家
9:15〜萩市保セ

13:30〜今古萩老人憩いの家
13:30〜三見公民館

9:30〜萩市保セ
10:30〜ふたば園

13:30〜江向1区公会堂
13:30〜越ヶ浜介護予防セ

13:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

10:00〜ふたば園

17㊊
18㊋
19㊌

20㊍

21㊎

24㊊

25㊋

26㊌
27㊍
28㊎

　御許町健康教室
●ツインズサークル
　大井馬場健康教室
●1歳の児集まれ教室
●ポリオ予防接種（予約開始5/14）
●5か月児健康相談
　浜崎タマちゃん体操会
　はつらつクラブ
　タマちゃん体操会
　三見ソナタ教室
　ヘルシークラブ
●河添・平安古・堀内子育て輪づくり
　江向健康教室
　越ヶ浜グッドヘルス
●1歳6か月児健康診査
●10か月児健康相談
●椿東子育て輪づくり

◆ふたば園（22･2877）
18㊋、25㊋ おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00
18㊋ 発達相談日 10：00〜12：00

絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11：00〜11：30

25㊋ 「ぽっぽの会」親子遊び 13：00〜14：00
◆萩子どもセンター（25・7540）
20㊍ ピヨピヨの会「ダンボール遊び」 

参加料:1世帯100円、悪天候中止
10：00〜11：30

中央公園
◆萩幼稚園（22・0775）
25㊋ 未就園児への園舎開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9：30〜11：30

■問い合わせ　健康増進課☎26-0500、各総合事務所
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情報カレンダー

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

●萩市主催・共催の行事

32

日月火水木金土
1
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9 101112 1314
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161718
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19 20

2827
夜間・休日当番医

●萩市民春季バレーボール大会 （9:00〜/市民体育館）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●萩・夏みかんまつり 15〜16日 （10:00〜/旧田中別邸、夏みかんセンター）内科 波多野（堀内） 25･2788

産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科 村上（唐樋町） 25･2828

●人権相談 （9:00〜/小川コミュニティセンター）外科 萩市民（椿） 25･1200
●萩タウンミーティング（相島小学校校区） （19:00〜/相島文化センター）内科 藤原（土原） 22･0781
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170

内科 萩慈生（玉江） 25･6622
○年金出張相談所の開設 （10:00〜/須佐総合事務所）外科 平岡（新川東） 25･7100

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206
●行政相談       （10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●萩タウンミーティング（見島小学校校区） （19:00〜/見島総合センター）内科 中坪（今魚店町） 22･5430
●行政相談 （9:00〜/須佐総合事務所）外科 池本（玉江浦） 25･7575
○アトリエ樹 絵画展 〜23日 （10:00〜/市民館）内科 萩市民（椿） 25･1200
○きれいなまち・萩推進市民会議 美化活動 （9:00〜/堀内・西の浜海岸）外科 メディカルポート萩（堀内）24･0082
●みんなで守ろう自然と環境発表会 （9:30〜/市民館）内科 萩むらた（今古萩町）25･9170
●産廃処分場建設反対総決起集会 （10:30〜/市民館）小児科いわたに（椿東） 24・2100
●浜崎伝建おたから博物館 （9:00〜/浜崎本町筋周辺）外科 都志見（江向） 22･2811

内科 全真会（玉江浦） 22･4106
産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科 南崎（椿） 22･3718

○「シャッターチャンスほほえみ」春の写真展 〜29日                    （9:30〜/萩郵便局）外科 田町（東田町） 24･1234
内科 玉木（瓦町） 22･0030

○心配ごと相談 （9:30〜/須佐老人憩いの家）外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 全真会（玉江浦） 22･4106

●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
●萩タウンミーティング（椿西小学校校区） （19:00〜/市民体育館）内科 山本（前小畑） 26･0077
●春の園芸展（山野草・盆栽） 〜28日 （9:00〜/市民館）外科 都志見（江向） 22･2811
●行政相談 （10:00〜/川上公民館）内科 柳井（橋本町） 22・0748
●萩タウンミーティング（白水・木間小学校校区）                 （19:00〜/山田保育園）
●春の園芸展（さつき） 〜30日 （12:00〜/市民館 ※29、30日は9:00〜）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 花宮（平安古町） 25･8738
●萩見島八里ヶ瀬漁場保全シンポジウム （13:30〜/萩博物館）外科 兼田（吉田町） 22･1113

内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020
○福祉チャリティー 北浦歌謡演芸フェスティバル                     （10:00〜/市民館）外科 めづき（土原） 22･2248

内科 中坪（今魚店町） 22･5430
産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科 村田（浜崎） 22･1729
外科 池本（玉江浦） 25･7575
内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

※小児科は 22 日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

16日㊐
23日㊐
30日㊐

［内科］
［内科］
［内外科］

福川（福井下）
福賀（阿武町）
松井（下田万）

52・0027
08388・5・0863
08387・2・0345

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

16日

17月

18火

19水

22土

21金

20木

23日

24月

25火

26水

27木

28金

29土

30日

31月

１6→31日 日

月５
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n
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慶弔だより 本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※４月16日〜４月30日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

congratulation
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o
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■人の動き（平成 22 年４月末日）
　人　口／55,406人 （前月比ー37）  男／25,403人（前月比ー35）
　世帯数／24,370世帯（前月比+48） 女／30,003人（前月比ー2）
　出　生／22人　死亡／68人

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

クワの実（桑の実）

　４月 28 日に完成した唐樋の高札場は、「唐
樋札場跡」の発掘調査をもとに、江戸時代のも
のと同じ位置、同じ規模で復原。

表紙

　子供の頃、いよいよ新緑が若葉に変わるこの頃
の楽しみはクワの実でした。
　萩の養蚕は明治期の士族救済として始まり、か
つて畑にはクワの葉の緑で埋め尽くされていまし
たが、絹糸生産も化学繊維に変わり見ることはな
くなりました。しかし、その名残は川土手や畑の
そばなどで見かけることができます。「あかとん
ぼ」の歌にも「山の畑の桑の実を・・・」と、あ
るように子供のおやつでした。たくさん食べすぎ
て口の周りが紫色になり怒られた事もなつかしい
思い出です。調べてみると、カルシウムはりんご
の 13 倍、鉄分は 15 倍、ビタミンは 10 倍もの成
分を知らずに食べていたんですね。
　葉は天ぷらなど食用に見直されており、カイコの
餌だったクワが今、野菜として注目されています。

約140年ぶりに高札場復活 !!

　発掘調査は、平成 21 年２
〜５月に実施し、高札場と
隣りあった場所で生活を送っ
ていた人々の暮らしぶりがわ
かる陶磁器類が数多く出土。
明治時代の小畑焼の中には

「瓢
ひょうひょうや

票屋」と記した徳
とっくり

利も出
土し、高札場近くに飲食店が
あったことがうかがえます。 出土遺物（徳利）
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